
漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
八
日 

広
島
県
知
事

湯

﨑

英

彦

広
島
県
条
例
第
三
号 

漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関 

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例 

（
広
島
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

広
島
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
四
十
年
広
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改

正

後

改

正

前

 

（
こ
の
条
例
の
趣
旨
） 

第
一
条 

県
が
管
理
者
で
あ
る
漁
港
の
維
持
管
理
に
関

し
て
は
、
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法

」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
法
令
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
港
内
の
秩
序
維
持
） 

第
四
条 

知
事
は
、
漁
港
の
利
用
の
適
正
を
図
る
た
め 

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
港
内
に
停
泊
、

停
留
又
は
係
留
（
以
下
「
停
係
泊
」
と
い
う
。
）
を

す
る
船
舶
（
法
第
三
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
し
た
区
域
内
に
捨
て
ら
れ
、
又
は
放
置
さ
れ
た

船
舶
を
除
く
。
）
に
対
し
て
移
動
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。 

（
危
険
物
等
に
つ
い
て
の
制
限
） 

第
六
条 

爆
発
物
そ
の
他
の
危
険
物
（
当
該
船
舶
の
使

用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
衛
生
上
有
害
と

認
め
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
危
険
物
等
」
と
い
う
。

）
を
積
載
し
た
船
舶
は
、
知
事
の
指
示
し
た
場
所
で

な
け
れ
ば
、
停
係
泊
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

（
係
留
施
設
に
お
け
る
行
為
の
禁
止
） 

（
こ
の
条
例
の
趣
旨
） 

第
一
条 

県
が
管
理
者
で
あ
る
漁
港
の
維
持
管
理
に
関

し
て
は
、
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
そ
の
他

の
法
令
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。 

（
港
内
の
秩
序
維
持
） 

第
四
条 

知
事
は
、
漁
港
の
利
用
の
適
正
を
図
る
た
め 

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
港
内
に
停
泊
、

停
留
又
は
け
い
留
（
以
下
「
停
け
い
泊
」
と
い
う
。 

）
を
す
る
船
舶
（
法
第
三
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に 

よ
り
指
定
し
た
区
域
内
に
捨
て
ら
れ
、
又
は
放
置
さ 

れ
た
船
舶
を
除
く
。
）
に
対
し
て
移
動
を
命
ず
る
こ 

と
が
で
き
る
。 

（
危
険
物
等
に
つ
い
て
の
制
限
） 

第
六
条 

爆
発
物
そ
の
他
の
危
険
物
（
当
該
船
舶
の
使

用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
衛
生
上
有
害
と

認
め
ら
れ
る
も
の
（
以
下
「
危
険
物
等
」
と
い
う
。

）
を
積
載
し
た
船
舶
は
、
知
事
の
指
示
し
た
場
所
で

な
け
れ
ば
、
停
け
い
泊
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

（
け
い
留
施
設
に
お
け
る
行
為
の
禁
止
） 



第
八
条 

何
人
も
、
管
理
漁
港
施
設
で
あ
る
係
留
施
設

に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。 

一 
船
舶
の
係
留
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る 

い
か
だ
そ
の
他
の
物
件
を
係
留
す
る
こ
と
。 

二
・
三 
（
略
） 

第
八
条 

何
人
も
、
管
理
漁
港
施
設
で
あ
る
け
い
留
施

設
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。 

一 

船
舶
の
け
い
留
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ 

る
い
か
だ
そ
の
他
の
物
件
を
け
い
留
す
る
こ
と
。 

二
・
三 

（
略
） 

 
 

 

（
広
島
県
漁
港
区
域
内
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

広
島
県
漁
港
区
域
内
占
用
料
等
徴
収
条
例
（
平
成
十
一
年
広
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に 

関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。 

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項 

の
規
定
に
基
づ
く
土
砂
採
取
料
又
は
占
用
料
（
以
下 

「
占
用
料
等
」
と
い
う
。
）
の
徴
収
に
関
し
、
必
要 

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
占
用
料
等
の
徴
収
） 

第
二
条 

県
は
、
県
が
管
理
す
る
漁
港
の
区
域
内
に
お

い
て
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該

区
域
内
の
水
域
若
し
く
は
公
共
空
地
（
以
下
「
漁
港

区
域
内
水
域
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
土
砂
の
採

取
（
以
下
「
土
砂
採
取
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は
漁 

港
区
域
内
水
域
等
の
占
用
（
以
下
「
占
用
」
と
い
う
。 

）
の
許
可
（
以
下
「
占
用
等
の
許
可
」
と
い
う
。
）

を
受
け
た
者
（
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

六
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
の
河

川
区
域
と
重
複
す
る
漁
港
区
域
内
水
域
等
に
お
い
て

同
法
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

土
地
の
占
用
又
は
土
石
及
び
土
石
以
外
の
河
川
の
産

出
物
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
河
川
占

用
者
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
又
は
法
第
四
十

三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
実
施
者
（
法
第

四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
お
い
て

法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
（
水
面
又
は
土
地
の
占
用
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
又
は
法
第
五
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
定
め
た
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
（
河
川
占

用
者
等
を
除
く
。
）
か
ら
占
用
料
等
を
徴
収
す
る
。 

 

（
占
用
料
等
の
徴
収
方
法
） 

第
五
条 

（
略
） 

一 

占
用
期
間
が
県
の
一
会
計
年
度
内
に
あ
る
と
き 

 

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
占
用
の 

許
可
（
以
下
「
占
用
許
可
」
と
い
う
。
）
又
は
法 

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
計
画
の 

認
定
（
以
下
「
計
画
認
定
」
と
い
う
。
）
の
日
か 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二 

十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。 

）
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
土
砂 

採
取
料
又
は
占
用
料
（
以
下
「
占
用
料
等
」
と
い
う
。 

）
の
徴
収
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と 

す
る
。 

 

（
占
用
料
等
の
徴
収
） 

第
二
条 

県
は
、
県
が
管
理
す
る
漁
港
の
区
域
内
に
お

い
て
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該

区
域
内
の
水
域
又
は
公
共
空
地
（
以
下
「
漁
港
区
域

内
水
域
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
土
砂
の
採
取
（

以
下
「
土
砂
採
取
」
と
い
う
。
）
又
は
漁
港
区
域
内

水
域
等
の
占
用
（
以
下
「
占
用
」
と
い
う
。
）
の
許

可
（
以
下
「
占
用
等
の
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け

た
者
（
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七

号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
の
河
川
区
域

と
重
複
す
る
漁
港
区
域
内
水
域
等
に
お
い
て
同
法
第

二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
土
地
の

占
用
又
は
土
石
及
び
土
石
以
外
の
河
川
の
産
出
物
の

採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
か
ら
占
用
料

等
を
徴
収
す
る
。 

        

（
占
用
料
等
の
徴
収
方
法
） 

第
五
条 

（
略
） 

一 

占
用
期
間
が
県
の
一
会
計
年
度
内
に
あ
る
と
き 

 

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
占
用
の 

許
可
（
以
下
「
占
用
許
可
」
と
い
う
。
）
の
日
か 

ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
当
該
占
用
期
間
に
係 

る
占
用
料
の
全
額
を
徴
収
す
る
。 



ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
当
該
占
用
期
間
に
係 

る
占
用
料
の
全
額
を
徴
収
す
る
。 

二 
占
用
期
間
が
県
の
二
会
計
年
度
以
上
に
わ
た
る 

と
き 

占
用
期
間
を
県
の
会
計
年
度
に
よ
っ
て
区 

分
し
た
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
一
の
期
と
し
、
占
用
許 

可
又
は
計
画
認
定
の
日
が
属
す
る
期
に
あ
っ
て
は 

当
該
占
用
許
可
又
は
計
画
認
定
の
日
か
ら
、
そ
の 

他
の
期
に
あ
っ
て
は
そ
の
期
の
初
日
か
ら
起
算
し 

て
三
十
日
以
内
に
そ
の
期
に
係
る
占
用
料
の
全
額 

を
徴
収
す
る
。 

２ 

占
用
期
間
（
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
期
に
区

分
し
て
徴
収
す
る
と
き
は
、
そ
の
期
）
の
中
途
に
お

い
て
、
占
用
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
占
用
の
目
的

若
し
く
は
占
用
許
可
に
係
る
数
量
を
変
更
す
る
こ
と

の
許
可
を
受
け
、
又
は
認
定
計
画
実
施
者
が
実
施
計

画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
占
用
料

の
額
を
増
額
す
べ
き
と
き
は
、
そ
の
増
額
分
を
当
該

許
可
又
は
認
定
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に

徴
収
す
る
。 

３ 

（
略
） 

 

（
占
用
料
等
の
返
還
） 

第
七
条 

既
納
の
占
用
料
等
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ

し
、
占
用
等
の
許
可
を
受
け
た
者
又
は
認
定
計
画
実

施
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
よ

り
そ
の
占
用
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
そ
の
他
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  
 
 

附 

則 
 

１
・
２ 

（
略
） 

（
暫
定
措
置
） 

３ 

漁
業
に
関
す
る
免
許
又
は
許
可
を
受
け
て
水
産
動

植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
の
た
め
に
占
用
を
す
る
場
合

（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に

従
っ
て
占
用
を
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
占

用
料
は
、
当
分
の
間
、
徴
収
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

  二 

占
用
期
間
が
県
の
二
会
計
年
度
以
上
に
わ
た
る 

と
き 

占
用
期
間
を
県
の
会
計
年
度
に
よ
っ
て
区 

分
し
た
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
一
の
期
と
し
、
占
用
許 

可
の
日
が
属
す
る
期
に
あ
っ
て
は
当
該
占
用
許
可 

の
日
か
ら
、
そ
の
他
の
期
に
あ
っ
て
は
そ
の
期
の 

初
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
そ
の
期
に
係 

る
占
用
料
の
全
額
を
徴
収
す
る
。 

 

２ 

占
用
期
間
（
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
期
に
区

分
し
て
徴
収
す
る
と
き
は
、
そ
の
期
）
の
中
途
に
お

い
て
、
占
用
許
可
を
受
け
た
者
が
そ
の
占
用
の
目
的

又
は
占
用
許
可
に
係
る
数
量
を
変
更
す
る
こ
と
の
許

可
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
占
用
料
の
額
を
増
額
す

べ
き
と
き
は
、
そ
の
増
額
分
を
当
該
許
可
の
日
か
ら

起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
徴
収
す
る
。 

  
３ 
（
略
） 

 

（
占
用
料
等
の
返
還
） 

第
七
条 
既
納
の
占
用
料
等
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ

し
、
占
用
等
の
許
可
を
受
け
た
者
の
責
め
に
帰
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
そ
の
占
用
等
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
そ
の
他
知
事
が
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

  
 
 

附 

則 
 

１
・
２ 

（
略
） 

（
暫
定
措
置
） 

３ 

漁
業
に
関
す
る
免
許
又
は
許
可
を
受
け
て
水
産
動

植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
の
た
め
に
占
用
を
す
る
場
合

に
お
け
る
占
用
料
は
、
当
分
の
間
、
徴
収
し
な
い
も

の
と
す
る
。 

 
 

 

（
広
島
の
海
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

広
島
の
海
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
年
広
島
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
海
域
の
使
用
許
可
） 

第
三
条 

（
略
） 

一 

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号 

）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
、
漁
港

及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
か
ら

（
海
域
の
使
用
許
可
） 

第
三
条 

（
略
） 

一 

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号

）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
、
漁
港

漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七

号
）
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に



第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
漁
港
の

区
域
、
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
三
百
十
三
号
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
保
護
水

面
そ
の
他
海
域
の
使
用
に
つ
い
て
行
政
庁
の
許
可

を
受
け
る
べ
き
旨
の
法
令
の
定
め
が
あ
る
水
域
に

お
い
て
、
海
域
の
使
用
を
す
る
場
合 

 

二
―
四 

（
略
） 

よ
り
指
定
さ
れ
た
漁
港
の
区
域
、
水
産
資
源
保
護

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
十

七
条
に
規
定
す
る
保
護
水
面
そ
の
他
海
域
の
使
用

に
つ
い
て
行
政
庁
の
許
可
を
受
け
る
べ
き
旨
の
法

令
の
定
め
が
あ
る
水
域
に
お
い
て
、
海
域
の
使
用

を
す
る
場
合 

 

二
―
四 

（
略
） 

 
 

 

（
広
島
県
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
保
管
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

広
島
県
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
保
管
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
年
広
島
県
条
例

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
重
点
放
置
禁
止
区
域
の
指
定
） 

第
十
条 

知
事
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
を
特

に
規
制
す
る
必
要
の
あ
る
公
共
の
水
面
（
漁
港
及
び

漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
三
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

で
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
漁
港
の
区
域
及
び
港

湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二

条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
区
域
を
除
く
。
以
下
同

じ
。
）
を
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
重
点
放
置
禁
止
区
域

（
以
下
「
重
点
放
置
禁
止
区
域
」
と
い
う
。
）
に
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
―
４ 

（
略
） 

（
重
点
放
置
禁
止
区
域
の
指
定
） 

第
十
条 

知
事
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
を
特

に
規
制
す
る
必
要
の
あ
る
公
共
の
水
面
（
漁
港
漁
場

整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第

六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
指
定

さ
れ
た
漁
港
の
区
域
及
び
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る

港
湾
区
域
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
重
点
放
置
禁
止
区
域
（
以
下
「
重
点
放
置
禁 

止
区
域
」
と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２
―
４ 

（
略
） 

 
 

 

（
広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
一
年
広
島
県
条
例
第
三
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

第
三
条 

（
略
） 

第
三
条 

（
略
） 

事
務 

市
町 

事
務 

市
町 

（
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す 

る
法
律
関
係
） 

四 

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

三
十
七
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
、
広
島
県
漁
港

管
理
条
例
（
昭
和
四
十
年
広
島
県
条

例
第
三
十
五
号
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
並
び
に 

法
及
び
条
例
の
施
行
の
た
め
の
規
則 

に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ  

（
漁
港
漁
場
整
備
法
関
係
） 

 四 

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
、

広
島
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
四
十

年
広
島
県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下 

こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。 

）
並
び
に
法
及
び
条
例
の
施
行
の
た 

め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、 

次
に
掲
げ
る
も
の
（
地
方
自
治
法
第  



る
も
の
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十 

二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ 

く
事
務
の
委
託
に
よ
り
市
町
が
維
持 

管
理
を
行
う
漁
港
に
係
る
も
の
に
限 

る
。
） 

 

⑴ 

（
略
） 

 

⑵ 

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
漁
港
施
設
の
利
用
方
法
等

の
認
可 

 

⑶
・
⑷ 

（
略
） 

 

⑸ 

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

知
事
が
行
う
法
第
二
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
他
人
の
土
地
及

び
水
面
の
使
用
等
の
許
可 

 

⑹
・
⑺ 

（
略
） 

 

 

（
略
） 

 

二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規 

定
に
基
づ
く
事
務
の
委
託
に
よ
り
市 

町
が
維
持
管
理
を
行
う
漁
港
に
係
る 

も
の
に
限
る
。
） 

  

⑴ 

（
略
） 

 

⑵ 

法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る

漁
港
施
設
の
利
用
方
法
等
の
認
可 

 
 

⑶
・
⑷ 

（
略
） 

 

⑸ 

法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り

知
事
が
行
う
法
第
二
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
他
人
の
土
地
及

び
水
面
の
使
用
等
の
許
可 

 

⑹
・
⑺ 

（
略
） 

 

 

（
略
） 

 

（
広
島
県
自
然
海
浜
保
全
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

広
島
県
自
然
海
浜
保
全
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
広
島
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 
改 

正 

前 

 
 

（
行
為
の
届
出
） 

第
六
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

三 

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
十
七
条

第
一
項
又
は
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
及
び
同
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
協
議 

 

四
―
九 

（
略
） 

４ 

（
略
） 

（
行
為
の
届
出
） 

第
六
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

三 

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

三
十
七
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
九

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
同
法
第
三
十

九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議 

  

四
―
九 

（
略
） 

４ 

（
略
） 

 
 

 

（
広
島
県
土
砂
の
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

広
島
県
土
砂
の
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
広
島
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
土
砂
埋
立
行
為
の
許
可
） 

第
十
六
条 

（
略
） 

 

一
―
三 

（
略
） 

 

四 

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号

）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
臨
港
地
区
若
し
く

（
土
砂
埋
立
行
為
の
許
可
） 

第
十
六
条 

（
略
） 

 

一
―
三 

（
略
） 

 

四 

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号

）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
臨
港
地
区
若
し
く



は
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
隣

接
地
域
又
は
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第

二
条
に
規
定
す
る
漁
港
の
区
域
（
水
域
を
除
く
。

）
に
お
い
て
行
う
土
砂
埋
立
行
為 

 

五
―
九 
（
略
） 

は
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
隣

接
地
域
又
は
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
漁
港

の
区
域
（
水
域
を
除
く
。
）
に
お
い
て
行
う
土
砂

埋
立
行
為 

 

五
―
九 

（
略
） 

 
 

 

（
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
広
島
県
条
例
第
二
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
許
可
の
特
例
） 

第
三
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 

一
―
三
十
三 

（
略
） 

 

三
十
四 

漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条

第
一
号
に
掲
げ
る
基
本
施
設
又
は
同
条
第
二
号
イ

及
び
ロ
に
掲
げ
る
機
能
施
設
に
関
す
る
工
事
の
施

行
又
は
漁
港
施
設
の
管
理
に
係
る
行
為 

 

三
十
五 

（
略
） 

（
許
可
の
特
例
） 

第
三
条 

（
略
） 

２ 
（
略
） 

 

一
―
三
十
三 

（
略
） 

 

三
十
四 
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
本

施
設
又
は
同
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
機
能

施
設
に
関
す
る
工
事
の
施
行
又
は
漁
港
施
設
の
管

理
に
係
る
行
為 

 

三
十
五 

（
略
） 

 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


